























































































































































































































































































登録日 A B A／B 登録日 A B A／B
軍事教練法39 22．41／5／31 1，170 306，9070．38
1．39／6／3 4，392 240，7571．8 23．41／6／21 558 152，1070．36
国民兵役法39－42 24．41／7／12 665 142，671 0．47
2．39／10／21 5，073 230，0092．2 25．41／9／6 696 156，4650．44
3．39／12／9 5，490 256，3002．1 26．41／12／13 657 162，9260．4
4．40／2／17 5，638 278，2892．0 27．42／4／18 608 157，6540．38
5．40／3／9 5β03 346，7311．6 28．42／8／15 539 158，0000．34
6．40／4／6 4，772 335，9091．4 29．42／11／7 310 83，457 037
7．40／4／27 4，218 336，8941．2 30．43／1／9 481 159，6900．30
8．40／5／25 3，684 348，9911．05 31．43／4／3 301 83，867 0．35
9．40／6／15 2，387 307，8580．77 32．43／6／19 267 79，864 0．33
10．40／6／22 2，451 355，1050．69 33．43／9／18 187 70，810 0．26
11．40／7／6 1，898 330，4560．57 34．43／12／11 173 71，033 0．24
12．40／7／13 1，752 342，367α51 35．44／3／4 176 71，920 o．24
13．40／7／20 1，669 331，0300．5 36．44／6／3 181 69，420 0．26
14．40／7／27 2，192 380，0870．57 37．44／9／2 148 67，847 0．22




39．45／3／3 176 84，017 0．21
17．41／1／11 40．45／6／9 157 72，028 0．21
18．41／1／18
｝1鯛 366，6840．45
41．45／9／1 130 68，553 0．18














































































39／10／2140／3／9 40／5／25 39／10／2140／3／9 40／5／25
London 3．25 2．45 1．55 North　EasternL45 1ユ 0．75
South　Eastern2．5 1．8 1．2 North　WesternL6 1．05 0．65
Eastern 3．0 2．0 Ll8 Northern 0．8 0．4 0．3
South　Western2．7 2ユ5 1．3 Scotland 2．0 1．7 1．06




























































































男　性 女　性 中流階級 労働者階級 30歳以上 30歳未満
寛　　容 25 8 32 12 11 32
批判的 68 61 62 66 70 44
意見なし 7 41 6 22 19 24



















A B C D E F ?
男　性 1（1．4） 11（15．9） 5（7．2） 30（43．5） 正3（18．8） 9（13．0） 69（99．8）






A B C D E F ?
30以上 1（0．8） 18（14．9） 7（5．8） 58（47．9） 15（12．4） 22（18．2）121（100．0）





A B C D E F ?
中　　流 0（0．0） 6（40．0） 3（20．0） 4（26．7） 1（6．7） 1（6．7） 15（100．1）
下層中流 0（0．0） 3（5．5） 2（3．6） 24（43．6） 11（20．0） 15（27．3） 55（100．0）



























a b C その他 計
中　　流 3 3 2 2 10
下層中流 8 15 9 1 33








中　　流 2 1 0 0 3
下層中流 5 8 1 1 15
労働者 14 3 2 1 20
注）あ：兵役にっく者と逃れる者がでる
　え；良い仕事に就いている
い：良い収入を得ている　う：楽な仕事に就いている
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と免除された者の収入をめぐる不公平感についてマス・オブザヴェイションは前述のとおり，
一部の報道の影響を指摘し，あまり重視していない。しかし，こうした報道に最も共感したの
が下層中流階級だったのである。また，労働者階級があげた良心的兵役拒否者を批判する理由
に，この戦争を共に戦うべきとする「民衆の戦争」のエートスが反映されたものが多かったの
に対し（表IV－5のa，表IV－6のあ），下層中流階級は良心的兵役拒否者を不当利得者と批判す
る傾向が強い（表IV－6のい，う，え）。この点で，サマーフィールド（Penny　Summerfield）
の研究は示唆的である。彼女は第二次大戦中，労働者階級の女性の方が中流階級の女性よりも
良い賃金を得る傾向にあったこと，資産保有状況は中流階級と労働者階級の間だけでなく，労
働者階級と中流階級の各々の間でも拡大する傾向にあったかもしれないことを指摘している73）。
皿で第二次大戦時の良心的兵役拒否者は下層中流階級以上の者が多いと見られていたことを確
認したが，下層中流階級に属する者たちは自分たちに重くのしかかる経済的負担を自分たちと
同じ層に属する者が免れていることに不満を持ったのであろうか。これまで「民衆の戦争」を
めぐる議論では労働者階級とその他の階級の意識や生活の変化のずれが問題とされてきたが，
下層中流階級にとって第二次大戦がどの様な意味を持ったのかについても今後検討する必要が
あろう。
　以上のように良心的兵役拒否者への態度は階級毎に大きな相違が見られたのに対し，性別，
年齢別ではその姿勢に大きな違いは比較的認められない。マス・オブザヴェイションの報告書
は実際よりも性別，年齢によって良心的兵役拒否者への態度が異なることを強調している。ま
ず性別では男性よりも女性の方が良心的兵役拒否者に厳しかったとしているが，表IV－2を
見るとその結論はあてはまらない。また女性は良心的兵役拒否者を批判する際に兵役にっいた
自分の家族を引き合いに出す傾向があるとされているが，40年8～9月の調査記録で自分の家
族に言及している5例の内訳は男性2人，女性3人であった。また，マス・オブザヴェイショ
ンの報告書では年輩の方が若者よりもあるいは「兵役につく可能性が低い年齢になるほど」良
心的兵役拒否者に厳しいとしている。表IV－3をみると確かにその傾向は認められるが，それ
でもマス・オブザヴェイションの報告書に示された結果ほどの違いは見られない。マス・オブ
ザヴェイションが強調するこの様な違いは「民衆の戦争」におけるそれぞれの役割を反映して
いよう。すなわち，女性が家族を引き合いに良心的兵役拒否者を批判する時，自分の愛する者
が兵役にっいていることを誇りにし，その安否を気遣う「母」や「妻」や「姉妹」の姿が強調
されるのである74）。そして，国や愛する者を守るために兵役についた男性がその一方で良心的
兵役拒否者に寛容な態度をとるのは，彼らが多くの良心的兵役拒否者と同じく両大戦間期の特
殊な時代に育ち，彼らの心情を理解できるからである。この様に自らは戦いながらも個人の自
由を尊重する姿勢はこの戦いが「自由のための戦い」であることと合致する。これに対し，兵
役にっかない年輩の男性は，「黙々と己の義務を果たす」若者のおかげで良心的兵役拒否者が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71
　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　　知
本来は皆で公平に負うべき戦争の負担を免除されていることを穏やかにではあるが指摘し，公
平な「社会の裁判官」の役割を果たしたのである。
結びにかえて
　マス・オブザヴェイションの報告書に描かれた第二次大戦下のイギリス社会と良心的兵役拒
否者との関係は「民衆の戦争」のイメージを損わないものだったと言えよう。良心的兵役拒否
者には第一次大戦時の絶対的良心的兵役拒否者とは全く異なるイメージが与えられている。第
一次大戦時の良心的兵役拒否者が帝国主義戦争と第一次大戦や政府を批判したのに対し，彼ら
の拒否は人を殺すこと，戦争全般に向けられており，時の政府や「ファシズムに対する自由の
ための戦い」を否定するものではなかった。また，社会主義者は少なく，彼らに最も影響力が
あったのは両大戦間期の平和主義であり，彼らは思想的にも世代的にも第一次大戦時の絶対的
良心的兵役拒否者とは異なるグループとされているのである。
　人々の戦うにあたっての姿勢や良心的兵役拒否者への態度も第一次大戦時と対照的に描かれ
ている。第二次大戦時の良心的兵役拒否者は戦争を遂行するイギリス社会の問題児ではなかっ
たにしても，彼らはあくまでも社会の少数派であった。これは戦況が緊迫化するにつれて，戦
争が好ましいものではないことを承知しながらも，この戦争が不可避であり，その負担を皆で
負うべきとする認識が広まったためであり，それは労働者階級の間でも例外ではなかったとさ
れている。だからといって，イギリス社会に良心的兵役拒否者に対して懲罰的な風潮が強まっ
たわけではない。報告書によれば，戦況が緊迫化しても，良心的兵役拒否者の意見の自由を尊
重するとして寛容な姿勢をとる者は依然存在し，特に良心的兵役拒否者と同世代の者にその傾
向が強かった。また，良心的兵役拒否者に批判的な者が次第に増えても，良心的兵役拒否者に
対する敵対的な発言が増えることはなかった。っまり，人々は「ファシズムに対する自由のた
めの戦い」を皆共に戦わなくてはならないと考えるがゆえに兵役にっくことを拒否する者を批
判しても，良心的兵役拒否者の兵役免除や彼らの基本的権利を剥奪することを要求することは
せず，良心的兵役拒否者に与えられた兵役免除は，彼らに理解を示しっっ兵役にっいた多くの
者たちのおかげで得られたいわば「特権」と目されたのである。
　良心的兵役拒否者もまた自分たちに与えられた兵役免除を「特権」として認識していた。例
えば『ピース・ニュース』では40年秋以降平和主義者が戦争中の社会に対して何をなしえる
かをめぐって論争が繰り広げられたが，戦争を遂行する社会と一線を画そうとする第一次大戦
時の絶対的良心的兵役拒否者に近い立場の者ですら自分たちがイギリス社会において「特権的
立場」にあると認識していたのである75）。一部の良心的兵役拒否者は「特権的立場」に甘んじ
ることなくよりよい社会の創出に協力すべく，内外の戦災者の救済や貧困層の自立援助等に尽
力するようになるが，この様な一部の良心的兵役拒否者による活動が良心的兵役拒否者全般の
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イメージを改善したとも言われている76）。特に，ソーシャル・サーヴィスに関わる良心的兵役
拒否者が出現することによって，良心的兵役拒否者がより積極的に「民衆の戦争」の神話の一
翼を担うことを可能にしたであろう。この様に，マス・オブザヴェイションの報告書に描かれ
た第一次大戦時とは対照的な第二次大戦時のイギリス社会と良心的兵役拒否者の良い関係とい
うイメージは，良心的兵役拒否者を含む人々の意識や行動を拘束しっつ，「民衆の戦争」の神
話の一部を構成していったのである。
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British　Society　and　Conscientious　Objectors
　　　　　　　　during　the　Second　World　War
　　　　　　The　Image　in　the　Mass－Observation　Papers
WATANABE　Chika
　　　The　purpose　of　this　paper　is　to　examine　the　making　process　of　the　myth　of“people’s
war”C　which　implies　that　all　of　the　British　people　fought“the　war　against　Facism”in
unity，　by　taking　the　case　of　British　society　and　conscientious　objectors．
　　　It　has　been　argued　that　conscientious　objectors　during　the　Second　World　War　en－
joyed　a　good　relationship　with　British　society，　which　conscientious　objectors　during　the
First　World　War　had　never　been　able　to　expect．　This　image　was　strongly　affected　by　the
reports　on　conscientious　objectors　written　by　Mass－Observation　in　l940．
　　　These　reports　portrayed　the　relationship　between　British　society　and　conscientious
objectors　as　harmonious　with凸‘people’s　war”and　things　which　did　not　fit　into　the　image
were　ignored　or　underrated．　This　image，　then，　caused　conscientious　objectors　to　be　aware
that　they　were　in　a“priviliged　positon”in　British　society　and　some　of　them　became　to　try
to　contribute　to　British　society　by，　for　example，　helping　bombed－out　people　and　the
poor．　In　turn，　many　people　came　to　have　a　better　opinion　of　them　and，　thus，　the　image　of
“people’s　war”was　strengthened．
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